


    悩み

     首にできたリンパ節への転移がなくなればいいと思う。 


    助言

    
              【リンパ節とは】




  
  血液が全身を巡っているのと同じように、リンパ管も全身を巡っています。リンパ管の途中にはリンパ節がたくさんあり、細菌など、体にとって不都合なものの侵入を押さえこむ働きをしています。血液やリンパ管にがん細胞が流れていくことがあり、リンパ管に入り込むと、リンパ節のところでひっかかります。このリンパ節で、がん細胞が増えた状態のことをリンパ節転移と呼びます。


  




              【全身の治療】




  
  転移は、がん細胞が血液やリンパ液の流れにのってもともとがんができたところと別の部位に散ってそこで増殖してきたものです。そのため、見つかった場所以外にも、目にはわからない小さながん細胞が全身のどこかに存在している可能性が考えられます。そこで、手術や放射線といった局所の治療ではなく、全身治療である抗がん剤の治療が主に行われます。
治療の大きな目標はがんを治すことですが、現在の医療では完全に治らない場合もあり、このときは、病気の進行を遅らせること、症状をやわらげること、生活の質を保つことが目標になります。


  




              【つらさを抱え込まない】




  
  将来のことがはっきりと見えてこないような状況に直面することが少なくありません。そんな時には、どうしても悪い方へ悪い方へと考えてしまい、結果的に不安が膨らんでしまうかもしれません。
不安を感じ、つらい時、自分の気持ちを受けとめてくれる人、家族や何でも話せる友人に、胸の中の揺れ動く思いを聴いてもらうことは、あなたの気持ちを楽にしてくれるはずです。
一人でつらさを抱え込まないで、周囲の人に話してみましょう。
言葉として口に出されたわけではないのに、自分を心配して気遣う周囲の人々の思いが、ふと感じられた時、“一人ではない”と感じて温かい気持ちになることができるかもしれません。そんな時間がほんの少しでも気持ちを楽にしてくれると思います。
気持ちが不安定になり、病気のこと以外何も考えられない、何事にも集中できない、誰とも話したくない、眠れない、食欲がないといった状態が何週間も続くようであれば、一度、こころの専門家（精神腫瘍科医、心療内科医、精神科医、臨床心理士、リエゾンナース（精神看護専門看護師）など）と話してみることも大切です。
こころの専門家をいきなり訪ねるのはちょっと敷居が高いと感じたり、どこに行けば会えるか分からなかったりする時には、まずは、担当医や、相談支援センター（よろず相談）、医療相談室の相談員に相談してみるのも良いでしょう。
あなたは一人ではありません。あなたのつらさを分かち合い、やわらげるための方法を一緒に考えてくれる人が、家族、友人、医療スタッフの中に必ず見つかると思います。つらい時には、助けを求めてみてください。
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